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Research Category Grant-in-Aid for Encouragement of Scientists
Allocation Type Single-year Grants
Research Field 基礎医学B
Research Institution Kanazawa University
Principal Investigator ⼩島 礼慎   ⾦沢⼤学, 附属病院, 放射線技師
Project Period (FY) 2017
Project Status Completed (Fiscal Year 2017)
Budget Amount *help ¥570,000 (Direct Cost: ¥570,000)
Fiscal Year 2017: ¥570,000 (Direct Cost: ¥570,000)
Keywords ⾮剛体レジストレーション / 線量合算 / 強度変調放射線治療
Outline of Annual Research
Achievements
【研究⽬的】近年, ⾼リスク前⽴腺癌に対する125-I Brachytherapy(SEED)併⽤強度変調放射線治療(IMRT)の有効性が報告されている. IMRTの最適な線量制約
を定義するためには, 「SEED線量とIMRT線量の合算線量」と「正常組織の有害事象および治療成績」との相関を検討する必要がある. しかし, 治療体位の違い
や臓器位置の違いによる線量合算の正確性および精度低下の問題が指摘されている. 本研究では, 画像処理技術である⾮剛体レジストレーション(DIR)を使⽤し
た線量合算を実施し, その精度向上を検証すると共に, 有害事象の評価結果とDIRによる合算線量との相関性の検討により, 当該治療法におけるIMRTの最適な線
量制約を導出することを⽬的とした. 
【研究⽅法】当該治療法が施⾏された15症例を対象とした. DIRによる線量合算の精度評価として, SEED輪郭のDice Similarity Coefficient(DSC)を算出した.
さらに, DIRによる線量合算と従来法である剛体レジストレーション(RIR)による線量合算との精度を⽐較した. また, 有害事象の評価結果とDIRによる合算線量
との相関性を検討するため, 国際前⽴腺症状スコア(I-PSS)を取得し, このI-PSSと合算線量の相関の有無を検討した. 
【研究成果】SEED輪郭における平均DSCは, ⾻照合によるRIRで0.17±0.25, DIRで0.55±0.20であった. DIRによる画像変形がRIRと⽐べて有意に⾼精度であ
り, 線量合算に最適であることを実証できた. しかし, DIRを使⽤した合算線量とI-PSSには統計学的に有意な相関は得られず, IMRTの最適線量制約の定義には⾄
らなかった. 今後も症例数の増加や他の有害事象との相関の検討を継続的に進め, この成果を当該治療法の精度向上および有害事象の軽減に繋げたいと考える.
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2018[Presentation] Ⅰ-125 Seed Brachytherapy併⽤IMRTにおけるImage Registrationを利⽤したQA線量合算の有⽤性の検討 
2017[Presentation] ⾼リスク前⽴腺癌に対する⼩線源治療併⽤IMRTの有害事象と3次元的線量予測QAとの関連性の検討 
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